
夏休み特別企画を実施しました 
 

平成 30 年 8 月、戦争体験を次世代に伝え、平和の大切さを学んでいただくため、夏休み

特別企画として、小中学生を対象に「戦争体験談を聞く会」、一般の方向けに「専門家によ

る特別講座」と「原爆被災体験を聞く会」を開催しました。 

 

○戦争体験談を聞く会 

 戦争を経験された語り手の方々に、御自身の体験談を語っていただいた後、スタッフの案

内で資料館の見学を行いました。 

 

〈概要・写真〉 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8／1（水） 佐藤誠治（84 歳） 

小 5 の夏に学童疎開、浜松空襲

や機銃掃射に遭った体験を語っ

た。  

8／4（土） 井戸早苗（79 歳） 

名古屋空襲を経験し、併せて戦

後の厳しい暮らしの体験を語っ

た。 

8／5（日） 中野見夫（79 歳） 

生家が遺体安置所になったり、

3 歳の長男を川で亡くした体験

から命の大切さを語った。 

8／8（水） 小島久志（85 歳） 

名古屋でＢ29 の爆撃に遭った

こと、その後の連日の空襲の恐

怖を語った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の声（アンケートより一部抜粋）】 

 

8／15（水） 今村實（85 歳） 

三河地方への疎開時に三河地震

に遭遇したこと、帰ってきた名

古屋での空襲の恐怖を語った。 

8／16（木）望月菊枝（88 歳） 

学徒動員により航空機の部品づ

くりに従事。爆撃により大勢の

級友を失った経験を語った。 

8／18（土）高山孝子（82 歳） 

兵庫県から岡崎市に疎開。 

そこで 7 月に遭遇した岡崎空襲

の体験を語った。 

8／19（日）島村悦子（86 歳）

学童疎開時の食料不足など辛い

生活や神戸に帰って遭遇した大

空襲の体験を語った。 

「戦争中の子供の視点から見

た話を聞けておもしろかった。

時代が少し違っただけでこん

なにも違うと思うと悲しいし、自

分がどれだけ幸せかがよくわ

かった。」（14歳 男性） 

「７３年前にあんな大変なこ

とが起きていたなんて信じ

られません。」 

（13歳 女性） 

 

学校で習った戦争の内容で満足

していたけど、学校では聞けな

いことを聞けてよかったです。 

（14歳 男性） 



○専門家による特別講座 

「専門家による特別講座」では、各分野の専門家の方をお招きし、この地域の戦争につ

いて 3 つのテーマで講演していただいた。 

 

〈概要〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈写真〉 

8／10（金） 

テーマ：「名古屋市中区の遺跡からみた軍事施設と戦争」 

講師 ：伊藤厚史（名古屋市教育委員会 文化財保護室 学芸員）  

明治時代から名古屋城の本丸に陸軍が駐屯して以来、中区は軍事・軍政の中心地とな

った。明治時代から昭和 20 年に至るまでの中区に残る軍事施設と戦争の跡を紹介した。 

8／11（土・祝） 

テーマ：「明治の戦争～県民・市民にとっての日清・日露～」 

講師 ：西形久司（東海高等学校 教頭）  

日清戦争で愛知県は戦死者の葬儀に関心を示し、日露戦争の時は「露探」＝ロシアの

スパイへの警戒を呼び掛けた。県民・市民にとって日清・日露はどのような戦争であっ

たか、いくつかの視点から実像に迫った。 

8／12（日） 

テーマ：「戦時下の航空機産業～三菱・愛知・川崎と陸海軍～」 

講師 ：笠井雅直（名古屋学院大学 現代社会学部 教授）  

戦前日本の航空機産業は陸海軍向け軍用機生産で飛躍的な成長を遂げた。中でも、三

菱重工業名古屋航空機製作所や愛知時計電機、川崎航空機工業岐阜工場の具体的な姿を

提示した。 



【参加者の声（アンケートより一部抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○原爆被災体験を聞く会 

開催日：8／6 (月) 

語り手：愛知県原水爆被災者の会 堀 三郎（90歳） 

体験談の内容：爆心地から約 6キロの広島県安佐郡祇園町（現広島市）にて被爆。同僚を救

援に行く途中で見た悲惨な原爆被災の状況を語っていただいた。 

 

【参加者の声（アンケートより一部抜粋）】 

 

 

 

 

終わりに… 

今年の夏休み特別企画には、全体で 270 名を超える方々にご参加いただきました。たく

さんのご応募ならびにご来館ありがとうございました！ 

「愛知・名古屋 戦争に関する資料館」では、戦争体験ビデオの上映や貸出などを行うほ

か、5 名以上の団体による見学の事前申込みも受け付けております。詳細はホームページを

ご覧いただくか、資料館までお問い合わせください。 

何故あんなにも国民が戦争に協力

的だったのか、ずっと理解できな

かったのですが、葬式の例や露探

などのことを考えると確かに逃げ

られない恐ろしいシステムだと思

いました。（22歳 女性）  
名古屋の軍事拠点であった中

区のようすがよく分かり、資

料もあったので、一度歩い

て、自分の目でみてみたいと

思いました。（男性） 

原爆の威力（熱、爆風、放射能汚染）、きのこ雲の下の状況

についてはこれまで色々な資料を見聞きしてきましたが、後

遺症について聞く機会はあまりありませんでした。貴重なお

話をありがとうございました。（38歳、女性） 


